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論 文 内 容 要 旨
本論文では混合多項式特異点の位相的性質を考察する｡混合多項式とは複素変数とその複素共役によっ
て表される多項式のことをいう｡rをn変数の混合多項式とし､fの特異点を中心にもっ半径の十分小さ
い2m-1次元球面とfの零点集合との交わりをKとする｡このときf/lf=ま2n-1次元球面からKを除いた
空間から円周上への写像を定める｡この写像が局所自明なファイバー束を定めるとき､そのファイバー束
をミルナ一束と呼ぶ.任意の複素多項式に対してミルナ～束が存在することがJ.Milnorによって証明さ
れている｡一方で全ての混合多項式にミルナ一束が存在するとは限らないが､近年 ミルナ一束が存在する
混合多項式のクラスが多数見つかっている｡第2章ではミルナ一束が存在する混合多項式のクラスを紹介
する｡また混合多項式の特異点が孤立しているとき､Kは球面内に埋め込まれている余次元2の滑らかな
多様体になる｡このときKを絡み目と呼び､Kを定める混合多項式にミルナ一束が存在するときKをファ
イバー絡み目と呼ぶ｡
第3章と第4章では混合多項式特異点から定まるファイバー絡み目を考察する｡ファイバー絡み目に対
してW.NeumannとL Rudolphはファイバー束を用いてグラスマン多様体のホモトピー群の元が定まる
ことを示し､そのホモトピー群の元をミルナ一致のエン-ンスメントと呼んだ｡ここでミルナ-致とは
2n-2次元ファイバー曲面のnll次ホモロジー群のランクのことである｡このときェンハンスメントはファ
イバー束のホモトピー不変量になり､n-2のときは整数に値をとり､nが2より大きいときは0または1
に値をもっ｡またファイバー絡み目が複素多項式から定まるときは､エンハンスメントは常に0になるこ
とが知られている｡そこでファイバー絡み目が混合多項式から定まるときにこのホモトピー不変量の値を
考察する｡第3章では球面上に混合多項式のミルナ一束から定まるベクトル場を構成し､そのベクトル場
を用いることでミルナー数のエン-ンスメントの具体的な表示を得ることができた｡これにより全ての整
数に対してある混合多項式が存在して､その絡み目のエン-ンスメントとして実現できることを示した｡
この結果から混合多項式のミルナ一束と両立する球面上の接触構造で複素多項式によるミルナ一束と両立
する接触構造とは異なるものが存在することが分かる｡第4章ではある混合多項式によるミルナ一束のファ
イバー曲面を調べ､その曲面が複素多項式のミルナ一束のファイバー曲面として実現できないことを示し
た｡これらのことは混合多項式の特異点が定めるファイバー絡み目は一般には複素多項式の場合とは異な
ることを表している｡
第5章では混合多項式の特異点の変形について考察する｡複素多項式の孤立特異点の場合は有限個のモー
ス特異点に変形できることが知られているが､ ミルナ-数のエンハンスメントの研究により混合多項式の
特異点で複素多項式の特異点とホモトピー型が異なるものが存在する｡そのような特異点はモース特異点
に変形することは出来ないため､モース特異点とは異なる特異点への変形を考察する｡一般にコンパクト
多様体間の滑らかな写像全体の集合は位相空間になり､特に2m次元多様体から2次元多様体への滑らか
な写像全体の空間では､折り目とカスプのみを特異点に持っ写像からなる部分集合が桐密になることが知
られている｡そのような写像はジェネリックであるという｡H.Levineはコンパクト多様体間の滑らかな
写像の特異点を調べるために高次微分d2fを導入した.特にfが2n次元多様体から2次元多様体への滑ら
かな写像のとき､高次微分d2fは2mx2n-1行列で表され､Levineは写像がジェネリックなときはd2fの表
現行列の階数が2n-1であることを示した.本論文では混合多項式による写像の特異点がd2fの表現行列の
階数が2m-1になるための必要条件を与えた｡これを用いることで､複素多項式の孤立特異点の変形や､
複素多項式fと複素多項式gの複素共役との積で表される混合多項式の特異点の変形で特異点がd2fの表
現行列の階数が2m-1になるものが存在することを示した｡また､そのような複素多項式の特異点の変形
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で特異点が折り目になるための必要十分条件も与えた｡それにより複素多項式の特異点のあるクラスの変
形で全ての特異点が折り目になるものが存在することを示した｡
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論文審査の結果の要旨
稲葉和正氏は博士論文において,混合多項式特異点のミルナー束のトポロジーの研究を行い,2変数の
混合多項式特異点のミルナ一束について,e血ancedミルナー数と呼ばれるミルナ一束から定まるベクト
ル場のホモトピー型,ファイバー曲面のプラミング構造,特異点の安定写像への変形についての結果を得
た.混合多項式とは複素変数とその共役変数が混ざった多項式である.混合多項式が孤立特異点をもっ場
合には､複素多項式の特異点と同様に, ミルナー束と呼ばれるファイバー束の構造が特異点の近傍に入る
ことが知られている.混合多項式は数年前に岡睦雄氏により導入され,ニュートン図形を用いてそのトポ
ロジーの研究が進められた.岡氏の結果は一般的な議論であり,低次元 トポロジーなどの他分野の研究に
リンクするような具体的考察は進められていない.稲葉氏の研究は,混合多項式の研究を低次元 トポロジー
や実特異点論に近づけ,分野を融合させることを目標としている.
論文審査会においては主に3つ目の結果である特異点の安定写像への変形についての次の結果を紹介し
た :
定理 式 f(Z,W)-Z(p+W<qで与えられる複素多項式写像の原点における複素孤立特異点は,折り目特異点
しか持たない混合多項式写像に微小変形できる.
複素多項式写像の孤立特異点は,1変数の変形によりモース特異点しか持たない多項式写像に変更でき,
モース化と呼ばれている.Picard-Lefschetz公式などによりミルナー束のモノドロミ-をモース特異点の
配置から読み取ることができ,特異点のトポロジーの研究に応用されている.実多項式写像の変形の研究
はWh itney,Thom,Matherらの安定写像の研究でもあり,特に実平面への写像は,折り目とカスプの2種
類の特異点しか持たないことが知られている.折り目特異点のみの実写像への変形は,実変形を使ったモ
ノドロミ-の記述の足掛かりともなり,今後の諸分野で有用となる道具の開発に繋がると期待できる.
博士論文を書くにあたり,稲葉氏は見通しの立てにくい問題に対して根気よく研究を続け,最終的に主
定理の証明を得るに至った.このことは,彼は自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を
有することを示している.したがって提出された博士論文は博士 (理学)の学位論文として合格と認める.
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